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５． 活 性 酸 素 吸 収 能（Oxygen	Radical	Absorbance	
Capacity:	ORAC）
　ORAC 法 は Prior ら の 方 法17） を 一 部 改 定 し て 用





75mM リン酸緩衝液（pH 7.4）（Assay buf）で希釈し











希 釈 し た。 試 験 管 に， 試 料 希 釈 液（0.4mL，0.8mL，
1.6mL） お よ び50 ％ エ タ ノ ー ル（1.6mL，1.2mL，
0.4mL） を 分 注 し，200mM MES 緩 衝 液（pH 6.0）
































し た。 生 豆 の ORAC は， エ リ モ 小 豆 が18425µmol-
TE/100g で最も高い値を示した。これは総ポリフェ
ノール含量およびプロシアニジン含量と同様の結果















5092µmol-TE/100g を 示 し た。 煮 豆 の60分 間 加 熱 区
は598〜1916µmol-TE/100g，120分 間 加 熱 区 は696
〜2020µmol-TE/100g を示した。生豆と比較して，60
分間加熱区は19.9〜76.6％が，120分間加熱区は26.9
〜72.8 ％ が 減 少 し た。 煮 汁 の10分 間 加 熱 区 は122〜
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means ±S.D (n=3)  
N.D., not detected. 
(  ), ( )内は生豆に対する% 
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means ±S.D(n=3)  
N.D., not detected. 



















































表３　フェノール性成分および抗酸化活性の相関行列（煮豆）表３ フェノール性成分 活性の相関行列（煮豆） 
** : p<0.01 
* : p<0.05 























(mg-GAE / 100 g) 
総プロシアニジン含量
(mg-GAE / 100 g) 
ORAC 
(mol-TE / 100 g )
DPPH ラジカル消去活性
(mol-TE / 100 g ) 
60 分加熱区     
総ポリフェノール含量 
(mg-GAE / 100 g) 
1 0.879** 0.849** 0.934** 
総プロシアニジン含量 
(mg-GAE / 100 g) 
－ 1 0.739** 0.819** 
ORAC 
(mol-TE / 100 g ) 
－ － 1 0.926** 
DPPH ラジカル消去活性
(mol-TE / 100 g ) 
－ － － 1 
120 分加熱区    
総ポリフェノール含量 
(mg-GAE / 100 g) 
1 0.869** 0.239 0.734** 
総プロシアニジン含量 
(mg-GAE / 100 g 
－ 1 0.314 0.733** 
ORAC 
(mol-TE / 100 g ) 
－ － 1 0.423 
DPPH ラジカル消去活性
(mol-TE / 100 g ) 
－ － － 1 
豆類中のフェノール性成分ならびに抗酸化活性に及ぼす加熱の影響
168
表４　フェノール性成分および抗酸化活性の相関行列（煮汁）表４ フェノール性成分 性の相関行列（煮汁） 
** : p<0.01 
* : p<0.05 























(mg-GAE / 100 g) 
総プロシアニジン含量
(mg-GAE / 100 g) 
ORAC 
(mol-TE / 100 g )
DPPH ラジカル消去活性
(mol-TE / 100 g ) 
60 分加熱区     
総ポリフェノール含量 
(mg-GAE / 100 g) 
1 0.829** 0.518** 0.936** 
総プロシアニジン含量 
(mg-GAE / 100 g) 
－ 1 0.724** 0.826** 
ORAC 
(mol-TE / 100 g ) 
－ － 1 0.593** 
DPPH ラジカル消去活性
(mol-TE / 100 g ) 
－ － － 1 
120 分加熱区    
総ポリフェノール含量 
(mg-GAE / 100 g) 
1 0.934** 0.863** 0.959** 
総プロシアニジン含量 
(mg-GAE / 100 g 
－ 1 0.853** 0.897** 
ORAC 
(mol-TE / 100 g ) 
－ － 1 0.921** 
DPPH ラジカル消去活性
(mol-TE / 100 g ) 



































N.D., not detected. 
 
図 1 調理加工後の白米および小豆ご飯の各種測定項目の結果 
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豆類中のフェノール性成分ならびに抗酸化活性に及ぼす加熱の影響
